
◎基本情報

主

副

○ 対象 ● 対象外 ○ 対象 ● 対象外

● 経常経費 ○ 臨時的経費

○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理

○ 直営　 ● 一部委託 ○ 全部委託　 ○ 補助助成　 ○ その他

◎事業費

計（事業費＋人件費） 32,144 36,150 31,901 39,198

事業費

の内訳

令和3年度決算

ＰＲ業務　　　　　　　　　　：４，９９６千円
警備業務委託　　　　　　　　：３，５３８千円
路面標示作成・貼付　　　　　：３，０５０千円
歩行喫煙及び散乱物調査業務　：　　３４７千円
職員報酬等　　　　　　　　　：９，５８８千円
その他　　　　　　　　　　　：　　３０２千円

令和4年度予算

ＰＲ業務　　　　　　　　　　：　７，９２３千円
警備業務委託　　　　　　　　：　４，４１３千円
路面標示作成・貼付　　　　　：　４，３２１千円
歩行喫煙及び散乱物調査業務　：　　　６１８千円
職員報酬等　　　　　　　　　：１０，０５３千円
その他　　　　　　　　　　　：　１，７９０千円

人工 1.4 1.4 1.4 1.4

人件費 10,080 10,080 10,080 10,080

事業費 22,064 26,070 21,821 29,118

うち特定財源 296 149 792 182

（単位：千円）

令和2年度決算 令和3年度予算 令和3年度決算 令和4年度予算

0 年度

関連法令・条例・
要綱等

札幌市たばこの吸い殻及び空き缶等の散乱の防止等に関する条例
札幌市たばこの吸い殻及び空き缶等の散乱の防止等に関する条例規則

他都市の状況

東京都千代田区、広島市、名古屋市、大阪市などにおいて罰則を伴う条例を制定し、指導員による啓発・指導を
行っている。

実施結果

指導員による巡回のほか、条例の周知啓発等を実施した。
①周知啓発：交通広告（地下鉄駅、地下鉄・バス車内）、動画配信（街頭ビジョンなど３か所）
②路面ステッカー：２５０枚貼り替え
③市民・観光客へのＰＲ：市民便利帳への掲載
令和３年度の過料適用件数は８５４件（前年度３１７件）であり、内訳は喫煙行為の違反７５０件、ポイ捨て５２件
だった。違反者の条例認識率は９５％（前年度９２％）だった。

事業実施における
工夫点

周知動画の配信や交通広告について、市民だけでなく市外在住者が来札した際にも目にしやすい場所や媒体を
選択し、広く市民及び市外在住者に対し効果的な啓発を実施した。

対象者 市民 開始 平成17 年度 終了

事業の性質

事
業
内
容

実施形態

目的

短期

ポイ捨て等防止条例の認識率の向上及び条例違反者の減少を図る。

長期

市、事業者及び市民等が協働して美しいまちづくりを推進し、安全で快適な生活環境、さらには観光都市さっぽろ
にふさわしい環境を確保する。

取組内容

①「札幌市たばこの吸い殻及び空き缶等の散乱の防止等に関する条例」（平成17年8月1日施行、10月1日罰則適
用）の啓発・指導業務のため、散乱等防止指導員を配置し、喫煙制限区域内での指導・過料徴収及び制限区域外
の地下鉄駅周辺や大規模公園等での指導を行う。
②条例認知度向上のため、交通広告や動画配信等を実施する。
③市民の環境意識の醸成を目的に、地域における清掃活動を支援する。

011-211-2927

施策名
－

アクションプラン 戦略ビジョン

事業名 ポイ捨て等防止啓発・指導費
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事業評価調書

年度 令和3年 会計コード 10 一般 事業コード 24680



◎検証（振り返り）

□ 企画 □ 実施 ■ 評価 □ 対象外 ■ 回答 □ 反映

○ A ● B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

千
円

● A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

○ 改善 ● 現状維持 ○ 休止・廃止

○ 拡充 ● 現状維持 ○ 縮小 ○ その他

千
円

今回の評価

評価の理由
令和３年度の過料適用件数が前年度より増加しているものの、指導員による巡回・指導は適切に行われて
おり、条例認識率が高いことから、ＰＲの効果も表れている。

次年度の
取組の
方向性・
改善内容

事業
内容

条例認識率の維持向上や過料適用者数の減少に向け、手法や媒体を検討しながら、若年層への啓発や市
外からの観光客等への周知を中心に、引き続き市内全体で多方面からＰＲを行うとともに、指導員による巡
回指導を継続する必要がある。

予算
令和４年度と同程度の支出が見込まれる。

見直し効果額 0

前回の評価

今年度取り組んだ
見直し内容

北電地上機器への広告掲示などの新たな取り組みにより、広く市民
及び市外在住者に対する啓発を実施している。 見直し効果額

（前年度）
0

市民参加の実施 市民参加結果への対応

今後の改善点

条例違反を認識しつつ、喫煙行為やポイ捨てを行っている事実が見受けられることから、苦情や違反者が多
い地域については、周辺オフィスビル等へ啓発用リーフレットやステッカー等を配布し、改善に向けた協力を
依頼する。また、周知啓発手法や媒体を再検討し、効果的な周知啓発を図る。

事業の実施手法
（事業の効率性、

実施主体は適切か）
A

条例の目的である安全で快適な生活環境、さらには観光都市さっぽろにふさわしい環境を確保す
るためにも、引き続き、違反者を取り締まる指導員による巡回指導と広く市民、観光客にＰＲする
周知活動を並行して行っていく必要がある。

対象者の満足度
（対象者のニーズ
に応えているか）

A

条例施行前の平成１６年６月と比較し、条例施行後の都心部の路上喫煙者数、路上散乱物数は
９割以上減少しており、ここ数年においてもほぼ横ばいであることから条例の効果は継続している
と考えられる。一方で、巡回体制の強化に関する要望が度々寄せられるが、条例の主旨というよ
りも、路上喫煙による匂いや煙など、受動喫煙の観点からの要望が多く、条例の観点では、巡回
指導等を充分に実施できていると考えており、対象者のニーズに応えられているものと考えてい
る。

事業の成果
（目的をどの程度
達成できたか）

A

条例認識率が９５％と高いことから、指導員による巡回や周知啓発の効果が表れているものと考
えられる。一方で、改正健康増進法の施行（令和２年４月）や新型コロナウイルス感染症の予防対
策によるオフィスビル等の喫煙所閉鎖が影響し、屋外での喫煙者の増加が見られたが、指導員
の巡回により適切に指導ができた。

事業規模
（事業ボリューム

は適切か）
A

過料適用件数が前年度に比べ増加したことで、市民等からは取り締まりの強化や喫煙制限区域
の拡大を希望する要望等が寄せられているものの、条例の主旨を踏まえると現在の区域が適切
と考える。また、屋外での喫煙者の増加に対しても、区域内での違反行為に対する指導や過料徴
収を充分に対応できている。さらに、条例の周知啓発については、条例認識率も高く、適切なＰＲ
が実施できているものと考えており、事業規模は概ね適切であると考えている。

92% 85% 95% 90%

項目 判定 理由

149 854 182

成果指標２

指標名 過料適用件数のうち条例を認識していた割合

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

成果指標１

指標名 条例違反過料適用件数

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

317

359日

活動指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

活動指標１

指標名 散乱等防止指導員による指導・啓発日数

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

359日 359日 356日


